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0， 1， 4， 7，11，14，18，21，2₅日目に測定
し，咬合高径の変化に伴う顎運動の変化を解析し
た．また，同様の術式で，顎間ゴムを装着しなかっ
た動物を対照群とし，実験群との比較，検討を
行った．
　咬合高径は10日間の顎間ゴム装着によって約
₅％低下し，対照群と有意差を示した．また，低
下した咬合高径は，顎間ゴム撤去後2₅日目まで回
復しなかった．咀嚼中の顎運動の比較では，顎間
ゴム撤去後に咬合高径低下に伴い，最小開口位は
減少したが，開口量に有意な増大が認められ，最
大開口位は実験群と対照群では有意な差が認めら
れなかった．また，咀嚼サイクルの時間に実験群
と対照群で有意差は認められなかった．
　咬合高径低下群では，顎間ゴムの使用により咬
合高径が低下することが明らかとなり，咬合高径
低下モデル動物を作製することができた．咬合高
径低下時の咀嚼中の顎運動は，最大開口位が変化
しないように調節されており，この咬合高径低下
の咀嚼運動プログラミングに対する影響は咬合挙
上によるものと同様であることが示された．
